
平成 30 年度 第 4回高知支部評議会 議事録 

 

 

開催日時 平成３０年１２月１７日（月） 15 時 00 分～17：00 分 

 

開催場所 高知会館４階「やまもも」 

 

出席評議員 被保険者代表・・・入福聖一        島内 勉 

事業主代表 ・・・古谷純代  嘉数 実  亀井秀彦 

学識経験者 ・・・遠山 仁  中川香代  西森やよい 

 

議題 

議題１ 高知支部評議会議長選出について 

議題２ 協会けんぽの概要について 

議題３ 平成３１年度事業計画（案）について 

議題４ その他 

 

議事概要 

 

◆議題１ 高知支部評議会議長選出について 

 

  評議員改選後初めての評議会開催のため、遠山仁評議員を議長に、島内評議員を副議 

長に選出した。 

 

（主な意見は次の通りです） 

 

◆議題２ 協会けんぽの概要について 

 

（企画総務部長の戸梶靖男が支部の加入者数や医療費、 

保険料率やインセンティブ制度について説明） 

 

【評議員】 インセンティブ制度で、順位が真ん中より下位の場合、高知支部 

であれば保険料率への影響はどうなるのですか。 

 

【事務局】 平成 30 年度の実績が平成 32 年度の保険料率に影響しますが、現 

在の状況ですと 0.004％上がります。 



【評議員】 成績が悪いと、最終的には 0.01％の上昇になり、標準報酬月額が 

高い加入者は負担額も増えるということですね。 

 

【事務局】 その通りです。 

 

【評議員】 平成 30 年度前半の速報値では神奈川や東京、大阪支部などの大き 

な産業がある支部が下位に集まっている。 

      所得や経済レベルの違いが原因のひとつとして考えられないです 

か。 

 

【事務局】 インセンティブ制度自体は、対象者が多い大都市ほど不利な部分 

もあるので、小規模な高知支部は頑張りが実績に反映されやすい部 

類に入り、挽回の余地はあると考えています。 

      高知支部の加入者の特徴として、健診は受診してくれるが、健診 

結果の活用である保健指導等は様々な理由から受けてもらえない。 

      生活習慣改善のため、保健指導等を受けてもらうことこそが重要 

な点を、ジェネリック医薬品の使用促進などと含めて、引き続き訴 

えていきたいと考えています。 

 

【評議員】 悪くなれば病院で治療すればいいという考え方でしょうか。 

 

【事務局】 自覚症状がないため放置して、結果、血圧や血糖値が上昇して大 

きな病気が発症して初めて病院を受診するケースもあると思います。 

 

【評議員】 それが、要治療者の医療機関受診率に表れていますね。 

 

【事務局】 全国同じ条件で案内を送っていますので、そんなに差が出るとは 

思えないのですが…。 

 

【評議員】 どの指標に重点を置くのかという時に、健診は事業所の問題が大 

きく関係し、保健指導や健診結果改善、医療機関受診は従業員個人 

の問題が大きく関係していると思いますが、ジェネリック医薬品の 

使用割合はどうですか。 

 

【事務局】 ここだけというのはなく、医療機関、薬局、加入者とそれぞれ意 

識を高めてもらわないといけないが、その中でも医療機関の理解が 



重要と考えています。 

      最近、医療機関を訪問していますが、ジェネリック医薬品自体が 

浸透してい るなかで高知支部がインセンティブの速報で最下位と 

いう話をすると、驚かれる。 

支部としても、保健指導やジェネリック医薬品の使用など、事業 

所や医療機関などが関係する部分も含めアピールしていきたい。 

 

【評議員】 要治療者の受診勧奨について、本当に治療が必要でも病院に行か 

ない方がいるのですか。 

 

【事務局】 自覚症状がないからだと思いますが、生産年齢人口が減少するな 

かで、企業も在籍する従業員の健康づくりに積極的に関与する必要 

があるので、その仕組み作りにも取り組んで欲しいと考えています。 

 

議題３ 平成３１年度事業計画（案）について 

 

（企画総務グループ長の郡谷修が説明） 

 

【評議員】 特定健診受診率の項目のＫＰＩにバラつきがありますがどうしてですか。 

（生活習慣病予防健診受診率：53.4％、事業者健診データ取得率：7.5％、被扶 

養者の特定健診受診率：27.6％） 

    

【事務局】 協会けんぽが補助を行う生活習慣病予防健診のデータは自動で入ってくるの 

で、率も高く次の保健指導などのサービスに繋がりますが、労安法の健診はデ 

ータを提供してもらわないと自動では入ってこないので、率も低く、次のサー 

ビスの提供もできない状況です。 

 

補助が出て項目も多い生活習慣病を勧めて、ダメなら事業者健診のデータを 

提供してくださいという説明をしています。 

健診機関には、昨年の実績を超えた分インセンティブを払っているが、実態 

として忙しい、施設が狭いなどいろいろな伸び悩みの事情もある。 

それでも少しずつ改善はされていると考えています。 

 

◆議題４ その他 

 

（次回開催について説明） 



 

○特記事項 傍聴人なし 

 次回開催は 1 月 17 日開催を予定 


